
ヘルマン・ファン・スワーネフェルト［c．1600－1655］　　　　　　　　　　分が多い画家ではあるが、1620年代にはクロード・ロランと生活を共

鱈ご詣編の神殿およびコンスタンティヌス凱旋門の見　にして絵画の研讃に励んでいたと・り課あり・ク・一ドの初期作

1634年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品に大きな影響を与えたばかりか、いわゆる理想風景の系譜を語る
油彩、カンヴァス

52x67cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うえでも欠くことのできない画家の一人として再評価の対象となって
署名、年。己あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。1）

熟搬糠撚ll黙1°悌1鋤爾隔S　おそらくユトレヒトのアブラ・仏・ブルーマールトのもとで絵画を学

and　Ro彫6　wilh　the　Co　losseum　and　the∠4　「ch　of　　　んだスワーネフェルトは、1629年以前にはローマに到着したものと考
Constantine
1634　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えられる。スペイン王フィリーペ四世の別荘ブエン・レティーロ宮のた
Oil　on　Canvas

52×67Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めの風景画装飾は17世紀の風景画の展開を考えるうえできわめて
Signed　and　Dated：Herman　Swanevelt／fecit　Roma　1634

P・1993－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重要な作品群であるが、スワーネフェルトはヤン・ボト、クロード・ロラ

ε譜鐸器ller　L。。d㎝；Auc．　Ch，i，ti，’s，　L。，d。n，　9　Dec．1988，。。．63；C。lnaghi，　　　ン、ニコラ・プッサン、ガスパール・デュゲなどと共にこの別荘のため

L〔）ndon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の絵画制作に参加している。2）1642年にはオランダにいたことが確
Exhibition：

L°nd°n’　R°yal　Academy，1’V°rks　by　the　Old　Mastexs・　1883，　n°’285　　　　　　認されるが、44年からはパリに居を定めた。パリにおける主たる活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動としてはランベール館の装飾が指摘される。この館の風景画装飾

ヘルマン・ファン・スワーネフェルトは親イタリア派に属すオランダの風　　　はフランスをはじめ、オランダ、イタリアなどからの多くの画家の協力

景画家の一人である。けれども、この画派の多くの画家が数年のイ　　　で完成されたが、スワーネフェルトはアセレインやパテル、ル・シュウ

タリア滞在の後故国オランダに戻って活動したのに対し、スワーネフェ　　　ールなどと共に参加し風景画を制作している（スワーネフェルトの作

ルトは1629年から41年までのイタリア滞在の後、44年から残する55　　　品を含むブエン・レティーロ関連の作品はプラド美術館に、ランベー

年まで10年以上にもわたってパリで過ごし、「フランス国王付きの画　　　ル館関連の作品はルーヴル美術館の所蔵となっている）。

家」に任じられた。こうした国際性が逆の意味で彼の作品に非個性　　　　本作品はある意味では最もスワーネフェルトが画家として成熟を

的な負の性格を与えたのだろうか、残後はクロード・ロランとヤン・ボ　　　見せた1630年代に制作されたもので、萌一ナスとローマの神殿、コ

トの名声の陰に隠れ、急速に忘れ去られていった。現在も不明の部　　　ンスタンティヌス凱旋門、あるいは、コロッセウムなどの古代遺跡が
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見えるローマの光景が描き出されている，，スワーネフェルトの作品と　　　註

して今日知られる多くの風景画は人きな樹木や森を重要なモティー　　　　1）親イタリア派のオランダ風景画については次の文．献を参照されたい。Albert
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Blankert，　ノVe（！‘・〃♂〃～ds〔～　17ヒ・　Eeuwsc？　Italianiseγende　Landschaψ一

フとしているが、ケンブリッチσ）フィッツウィリアム美術館には《カンポ・　　　　s（V～i／‘ノ‘・11s“，　S　oest，1978（originally　published　in　1965）；Frederik　J．

ヴプッチーノ》（1631・i・）カ・、また、ダリ・チ絵1…i館に1よ《コンスタンテ・，）男禦lllll繍，懲総鷺駕箭誹影1器の文

ヌス凱旋門》（1645｛書｛／fig．1）が所蔵され、この1而家が現実の1；と観を　　　　　　献を参照されたい・・Jonathan　Br（）wn／J。　H．　Elliot，　A　Pa　lace　for　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ki〃，4r．　tl7～‘・Bu（・」l　le〔，til・θr〃π／〃le　Court　Of　PhiliP　IV，1980，　New

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilavel1＆L・nd（｝11；Juan　J．1．Uiita，　Clωudio　de」Lorena　vel　ideal　clasi‘・θ

で！‘1／♪，！な‘〃（・ビ〃〔1／Si14r！θ　λX’レγ1，　Nladrid，1984．

Herman　van　Swanevelt　was　one　of　the　Dutch且andscape　painters

of　the　Italianate　schooL　However，　unlike　the　majority　of　painters

樹　゜臼his　sch°°［wh°spent・ev・・a且yea・s　i・lt・且y　and・hen・e…n・d

to　their　homeland　of　Ho且land　to　continue　their　painting　activities，

Swanevelt　spent　from　l629　to　l641　in　Italy　and　then　spent　close

to　ten　years　from　1644　to　his　death　in　l　655　in　Paris，　where　he　was

‘‘

peintre　ordinaire　du　Roy．”This　kind　of　internationa且identity　may

have　had　the　negative　impact　of　giving　his　works　an　impersonal

character，　and　after　his　death　his　name　was　overshadowed　by　those

of　Claude　Lorrain　and　Jan　Both，　and　he　was　quickly　forgotten．　Whi且e

at　present　considerable　lacunae　remain　in　our　knowledge　of　this

k　　　　　　　　　　　artist，　records　indicate　that　in　the　1620s　he　lived　with　Claude　Lor一
t’　i　・9　1

　　　　　　　　　　　　　　raine　and　w・・diligent・i・hi・・st・dy・f　p・i・ti・g・．　F・，　his　c。n、id，，a．

b且einfluence　on　Claude’s　early　works，　Swanevelt　is　currently　under

reconsideration　as　one　of　the　memorable　painters　of　the　ideal　land－

scape　hneage．1

　　　Swanevelt　studied　painting　in　Utrecht　under　Abraham　Bloe－

maert，　and　is　thought　to　have　arrived　in　Rome　before　l629．　The

decorative　group　of　landscape　paintings　for　the　Buen　Retiro　villa

of　Phi且ip　IV　of　Spain　was　one　of　the　most　important　groups　of　paint－

ings　for　the　development　of　Iandscape　paintings　in　the　l　7th　cen－

tury，　and　Swanevelt，　along　with　Jan　Both，　Claude　Lorrain，　Nicolas

Poussin，　Gaspard　Dughet　and　others，　participated　in　the　creation

of　paintings　for　this　villa．2　While　it　has　been　confirmed　that　he　was

in　Holland　in　l642，　he　had　moved　to　Paris　by　l644．　It　has　been

suggested　that　his　most　important　work　in　Paris　was　related　to　the

decoration　of　the　H6tel　Lambert．　The　landscape　painting　decora一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　great　number　of　painters　from　France，　Holland　and　Italy．　Swanevelt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　worked　with　Asselijn，　Patel，　and　Le　Sueur　on　these　landscape　paint－

　　　　　　　　　　　　　　　．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ings．　The　Buen　Retiro　related　works，　including　those　by　Swanevelt，

モティーフとする風景画をも少なからず制作した可能性が示唆され　　　are　now　in　the　collections　of　the　prado　and　the　Hδtel　Lambert　related

ている。しかし、傭鰍的構図をもち、地誌的あるいは考古学的関心　　　works　are　in　the　Louvre．

をもってフォーロ・ロマーノ（カンポ・ヴァッチ＿ノ）の古代遺跡を描い　　　　　This　wo「k　was　c「eated　during　the　1630s・　the　period　which　saw

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Swanevelt’s　maturation　as　a　painter，　and　it　depicts　a　Roman　scene，

たように見えるフィッツウィリアム作品とも、多くの人物が登場し、むし　　　replete　with　such　classical　ruins　as　the　Temple　of　Venus　and　Rome，

ろ風俗画的要素を強調しているダリッチ作品とも、本作品は異なる　　　the　Colosseum　and　the　A「ch　of　Constantine・　While　the　majo「ity　of

印象を与えるであろう・現実囎に基づいているとはいえ・ここ溜ll臨蹴鶴競器111雛el）1朧蹴

では詩的雰囲気が強調され、むしろ暖かい陽光に照らし出された牧　　　　liam，　Cambridg6　and　The　Arch　of　Constantine（1645，　fig。2）in　the

歌的な光景の描出が意図されているように思われる。こうした意味　　　Dulwich　Pictu「e　Galle「y　su99est　the　Possibility　that　he　c「eated　a　con’

。・おいて、本作品はク・一ド・・ランの《・一マの景観》（1632年、・纈噛糊鵬撒鼎1器忌1臨濃tl翻器

ンドン、ナショナル・ギャラリー／fig．2）に比較しうるものであり、クロー　　　　work，　with　its　bird’s　eye　view，　topographical　and　classicist　interest

ドの初期作品の問題を考察するうえでも興味深い資料を提供するも　　　aPPa「ent　in　its　dePiction　of　the　classical「uins　at　the　Roman　Fo「um

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Campo　Vaccino），　or　in　the　Dulwich　work　with　its　considerable

のといえよう…　　　　　　　　　　　mb…f・fig・・e・and　i・・emph、、i、。n　g。。，e　el，ment、．　Whil，，his

　　画面右上部に広がる空の部分に補彩があり、また、右下の陰とな　　　canvas　can　be　said　to　have　been　based　on　an　actual　scene，　here

った地面の部分は絵具層がつぶれてしまっているものの・全般に作：ll。監el！h灘濫膿1器翻1鼎。鵬1瀦

品の保存状態は良好である。　　　　　　　　　　（幸福輝）　　　shining　sun．　In　this　sense，　a　comparison　of　this　work　with　the　Vieω
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of Rome tDith the Tlt'nitd de ' Monti of Claude Lorrain (1632, London,

National Gallery) offers fascinating material for the consideration

of the issues related to Claude's early works.

   With the exception of some additional painting in the section

of sky that expands across the upper right portion of the painting

and some loss of the pigment layers in the ground section in the

lower right shadows, the painting is in good condition overall.

                                           (Akira Kofuku)

Notes

1 See the following for information on the ltalianate School of Dutch )and-

  scape painting. Albert Blankert, 7Vederiandse 1 7e Eeutvse ltalianiserende

  Landscapschilders. Soest. 1978 (originaliy published in 1965); Frederik

  J. DuparclLinda L. Graif, italian Recollections. Montreal 1990.

2 See the following for information on the works related to the Buen Retiro,

   including the works by Swanevelt. Jonathan Brown/J. H. Elliot,A fulace

  fora King, 77ieBuen Retiro and the bourt ofPhilip IV. 1980, New Haven

  & London; Juan J. Luna, C7audio de Lorenay el ideal clasico de paisqie

  en el siglo XWI. Madrid, 1984.
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